
業 界 の 皆 様 の 力 を 借 り て 応急 復 旧 を す る の で す が 、 同時 に 本 格 復 旧 に 向 け 、 国 から 補 助 金 を も ら う た め に 査定 設 計 書 を つ く り 、 査 定 を受 け る の で す 。 こ の 査 定 設計 書 づ く り で は 、 技 術 公 社が 大 い に 役 に 立 っ て く れ まし た 。　
県 で は 技 術 公 社 と 連 携 し

て 、 各 種 台 帳 の 作 成 、 管理 、 更 新 に 力 を 入 れ て き まし た 。 道 路 台 帳 、  橋 梁 台 帳 、公 園 台 帳 な ど で す 。 私 も この 件 に つ い て は 、 若 い 時 から 関 わ っ て い ま し た 。 工 事が 完 成 し た 時 は 、 必 ず 台 帳を 作 成 し 、 補 修 、 修 繕 を行 っ た 時 は こ れ を 更 新 す る

の で す 。 こ れ ら の 一 連 の 流れ は 、 大 部 分 を 技 術 公 社 が行 っ て く れ て い ま す 。 新 しい 工 事 を 始 め る 時 は 、 こ の台 帳 で の 確 認 作 業 か ら 入 るの で す 。 橋 梁 は じ め 、 各 種点 検 や 長 寿 命 化 計 画 は 、 これ を ベ ー ス に 実 施 さ れ て いま す 。　
土 木 部 で は 、 常 に 技 術 職

員 の 技 術 力 向 上 や 若 手 職 員の 育 成 に 力 を 入 れ て い ます 。 技 術 公 社 が 、 県 職 員 のみ な ら ず 市 町 村 の 技 術 職 員を 対 象 に 各 種 研 修 な ど を行 っ て く れ て い る こ と に 、感 謝 し て お り ま す 。  本 当 に 、技 術 公 社 は 頼 り に な る 存 在な の で す 。

べ く 、 県 土 木 部 の 現 職 派 遣者 と 退 職 技 術 者 か ら な る 建設 行 政 の 支 援 を 目 的 と し た公 益 法 人 が 、 昭 和

4 1年 ４ 月

に 設 立 さ れ ま し た 。 こ れ が現 在 の 技 術 公 社 の 前 身 と なる 「 社 団 法 人 茨 城 県 建 設 コン サ ル タ ン ト 」 で す 。　
当 時 、 全 国 で も 当 社 団 法

人 と 同 じ よ う な 性 格 の 団 体が 徐 々 に 設 立 さ れ て い き まし た 。 建 設 技 術 の 研 究 、 技術 基 準 の 整 備 、 災 害 復 旧 事業 の 相 互 応 援 等 の 共 通 話 題

が あ っ た こ と か ら 、  （ 社 ）茨 城 県 建 設 コ ン サ ル タ ン トが 全 国 組 織 の 結 成 を 提 唱 する と と も に 、  発 起 人 と し て 、さ ら に 設 立 準 備 事 務 局 と して 設 立 の 調 整 に あ た り ま した 。　
そ の 結 果 、 昭 和

4 9年 ３ 月

に 、

2 1府 県 団 体 が 参 加 し

た 「 全 国 府 県 建 設 技 術 セ ンタ ー 等 連 絡 協 議 会 」 が 設 立さ れ 、 以 後 ７ 年 間 に わ た り会 長 県 と し て 会 の 運 営 に 携わ る な ど 、 全 国 的 に も 中 心

的 な 存 在 に な っ て い ま した 。  （ 現 在 は 、  「 全 国 建 設 技術 セ ン タ ー 等 連 絡 協 議 会 」に 改 称 、  全 国

4 0団 体 で 構 成 ）

　
当 社 団 法 人 は 、 建 設 行 政

の 補 完 団 体 と し て そ の 役 割を 担 っ て き ま し た が 、 さ らに 県 お よ び 市 町 村 職 員 の 専門 的 な 知 識 と 資 質 の 向 上 を図 る こ と が 求 め ら れ る よ うに な っ た た め 、 よ り 公 益 性の 高 い 「 財 団 法 人 茨 城 県 建設 技 術 公 社 」 が 昭 和

6 3年 ４

月 に 設 立 さ れ ま し た 。　
そ の 後 、 出 資 団 体 改 革 等

も あ り 、 測 量 や 設 計 な ど 民間 と 競 合 す る 業 務 か ら 工 事発 注 に 係 る 積 算 や 、 工 事 監督 補 助 な ど の 業 務 に 事 業 内容 を 転 換 し て い き ま し た 。

　
茨 城 県 で は 、 昭 和

3 0年 代

か ら 先 進 県 を 目 指 し て 、 国家 的 プ ロ ジ ェ ク ト で あ る 鹿島 臨 海 工 業 地 帯 の 整 備 と つ　
今 か ら さ か の ぼ る こ と 約6 0年 、 ま さ に 高 度 経 済 成 長

期 で あ り 、 様 々 な 開 発 プ ロジ ェ ク ト が 県 内 で 進 め ら れて い た 時 代 、 県 で は 慢 性 的な 技 術 職 員 不 足 に 陥 っ て いま し た 。 こ の 状 況 を 解 消 す

行 し 、 今 の 技 術 公 社 が 誕 生し た の で す 。　
こ の 頃 に な る と 、 県 内 の

測 量 業 界 も コ ン サ ル タ ン ト業 界 も 相 当 充 実 し て き て いた の で 、 そ の あ た り を 考 慮し な が ら 建 設 技 術 公 社 に 業務 委 託 し て お り ま し た 。 事業 化 す る た め の 予 備 調 査 など は 、 既 存 デ ー タ の 収 集 や現 地 踏 査 、 設 計 積 算 な ど を委 託 し 、 見 通 し を た て た後 、 測 量 会 社 や コ ン サ ル タン ト に 本 格 発 注 し て お り まし た 。　
各 事 務 所 で 工 事 を 行 う 場

合 、 各 担 当 者 が 設 計 積 算 をし 、 発 注 後 は そ の 担 当 者 が現 場 監 督 を 行 い ま す 。 中 間検 査 な ど を 受 け な が ら 工 事を 仕 上 げ る の で す 。　
し か し 、 何 本 も の 発 注 が

重 な る 時 な ど は 、 積 算 業 務を 技 術 公 社 に お 願 い し て 対応 し て お り ま し た 。 橋 梁 やト ン ネ ル 、 そ れ に 県 営 の 土地 区 画 整 理 事 業 な ど で 、 施工 管 理 が 複 雑 で や っ か い なも の は ク ロ ス チ ェ ッ ク の 意味 も あ り 、 施 工 管 理 の 補 助を 積 極 的 に お 願 い し て お りま し た 。　
特 に 災 害 な ど の 緊 急 時

は 、 す み や か に 被 災 状 況 を把 握 し 、 建 設 業 界 は じ め 各

い 、 土 木 部 で は 予 算も 事 業 量 も 年 々 増 え続 け 、 大 い そ が し とな り ま し た 。　
こ れ に 対 応 す る た

め 、 昭 和

4 1年 に 土 木

部 の 補 完 機 関 と して 、  各 種 調 査 、  測 量 、設 計 、 施 工 管 理 な どを 行 う こ と が で き る社 団 法 人 茨 城 県 建 設コ ン サ ル タ ン ト が 急ぎ 設 立 さ れ ま し た 。鹿 島 港 が 開 港 に 向 け

て 着 々 と 整 備 を 進 め て い る頃 で 、 多 目 的 ダ ム の 水 沼 ダム が 完 成 し た 年 で す 。　
こ の 建 設 コ ン サ ル タ ン ト

を 活 用 し て 、 土 木 部 は 科 学万 博 を 含 む 大 規 模 プ ロ ジ ェク ト の イ ン フ ラ 整 備 を 着 実に 進 め た の で す 。 私 も 境 土木 、  石 下 土 木 事 務 所 の 頃 と 、県 庁 の 都 市 施 設 課 、 道 路 建設 課 時 代 に 、 大 い に 活 用 させ て い た だ き ま し た 。　
昭 和

6 3年 ４ 月 、 こ の 社 団

法 人 を 母 体 に 、 県 ・ 全 市 町村 が 加 わ る 形 で 、 財 団 法 人茨 城 県 建 設 技 術 公 社 が 設 立さ れ ま し た 。 そ し て 平 成

2 4

年 ４ 月 、 一 般 財 団 法 人 に 移

る こ と に よ り 具 体 的 に 計 画を 理 解 す る こ と が で き た ので 、 活 発 な 意 見 交 換 に つ なが っ た と 聞 い て お り 、 よ り親 し み の あ る ま ち づ く り に貢 献 で き た 事 例 と い え ます 。　
こ の よ う に イ ン フ ラ 分 野

の Ｄ Ｘ 推 進 や 、 生 産 性 向 上な ど に 寄 与 す る 将 来 へ つ なが る 新 た な チ ャ レ ン ジ へ の投 資 も 積 極 的 に 行 っ て い ると こ ろ で す 。　
ま た 、 災 害 時 の 市 町 村 支

援 に つ い て で す が 、 被 災 状況 の 早 期 把 握 の た め 、 ドロ ー ン を 活 用 し た 空 撮 支 援隊 「 技 術 公 社 Ｔ ｅ ａ ｍ

　
Ｓ

ｋ ｙ 」 を 運 用 し て い ま す 。以 前 か ら ド ロ ー ン に よ る 被災 状 況 調 査 は 実 施 し て い まし た が 、 令 和 元 年 東 日 本 台風 を き っ か け に 、 よ り 組 織的 に 機 動 力 を 持 っ て 災 害 対応 に あ た る こ と が で き る よう 設 置 し た も の で す 。　
現 在 は

2 5名 体 制 で ３ つ の

フ ラ イ ト チ ー ム を 構 成 し 、年 間 を 通 じ て 災 害 現 場 を 想定 し た 操 縦 技 術 の 訓 練 を 実施 す る な ど 、 い つ で も 県 内自 治 体 の 要 請 に 基 づ き 出 動で き る 体 制 を と っ て い ます 。　
最 近 で は 、 令 和 ５ 年 ９ 月

の 台 風

1 3号 関 連 の 災 害 に お

い て も 、 各 市 の 要 請 に 基 づき 迅 速 に 現 場 へ 派 遣 し 、 撮影 デ ー タ を 災 害 査 定 に 役 立て て い た だ い た と こ ろ です 。 災 害 発 生 時 は 初 動 対 応が 重 要 で す の で 、  「 技 術 公社 Ｔ ｅ ａ ｍ

　
Ｓ ｋ ｙ 」 を ご

活 用 い た だ け れ ば と 思 い ます 。　
今 後 も 、 建 設 行 政 の 補 完

や 支 援 な ど 、 当 公 社 に 課 せら れ た 社 会 的 な 使 命 を 深 く認 識 し 、 県 お よ び 市 町 村 のニ ー ズ に 的 確 に 、 タ イ ムリ ー に 、 ス ピ ー ド 感 を も って 対 応 し て い く こ と が 、 頼ら れ る 存 在 で あ り 続 け る こと だ と 思 っ て お り ま す ので 、 何 か 困 っ た こ と が あ れば 、 ぜ ひ ご 相 談 い た だ け れば と 思 い ま す 。　
最 後 に な り ま す が 、 私 は

第

2 5代 理 事 長 と し て 務 め さ

せ て い た だ き ま し た が 、 設立 以 来

5 7年 、 改 め て 振 り

返 っ て み て 、 先 輩 方 の 偉 大な 功 績 の 上 に 現 在 が あ る こと を 再 認 識 し た と こ ろ です 。　
こ れ ま で 技 術 公 社 を 支 え

て き た 先 輩 方 に 敬 意 を 表 する と と も に 、 こ れ か ら も 技術 公 社 が ま す ま す 発 展 し てい く こ と を 願 っ て お り ます 。

�

（ 島 津 就 子 ）

よ る 出 張 研 修 も 実 施 し て いま す 。　
ま た 、  若 手 職 員 育 成 支 援 、

災 害 復 旧 の 技 術 的 支 援 、 建設 事 業 に 関 す る 技 術 的 相談 、 さ ら に 電 子 入 札 シ ス テム や 土 木 設 計 積 算 シ ス テ ムの 運 営 な ど に 取 り 組 ん で いま す 。 収 益 目 的 事 業 で は 、工 事 費 積 算 、  工 事 監 督 補 助 、橋 梁 長 寿 命 化 等 へ の 支 援 など を 実 施 し 、 公 益 事 業 が 円滑 に 執 行 で き る よ う に 支 援す る と と も に 、 県 お よ び 市町 村 職 員 の 技 術 力 向 上 に 努め て い る と こ ろ で す 。　
次 に 、 社 会 貢 献 事 業 に つ

い て で す が 、 県 お よ び 市 町村 が 企 画 す る 最 新 技 術 の 導入 な ど 先 駆 的 な 試 み に 対し 、 公 社 が 共 同 実 施 者 に なり 、 そ の 費 用 を 負 担 す る 提案 型 事 業 を 実 施 し て い ます 。 市 が 実 施 し た 事 業 の 一例 で す が 、 駅 か ら 高 校 へ の通 学 路 と し て も 利 用 す る 歩行 者 道 計 画 に お い て 、 ３ Ｄ地 形 図 に 設 計 案 を 重 ね たバ ー チ ャ ル 空 間 を 作 成 し 、学 生 と ワ ー ク シ ョ ッ プ を 開催 し ま し た 。 疑 似 体 験 を す

茨 城  の  公  共 ・  公 益 事  業茨 城  の  公  共 ・  公 益 事  業

〜 歴 史 を た ど り 、  後 世 に 残 す 〜〜 歴 史 を た ど り 、  後 世 に 残 す 〜

県 土 木 部 総 括 技 監  ・  部 長 編 ⑨

い ば ら き の 公 共 事 業 を 紐 解 く

皆 川

　
和 彦 （ み な か わ

　
か ず ひ こ ）

１ ９ ６ １ 年

1 0月 ３ 日 生 ま れ 。

6 2歳 。

8 8年 に 入 庁 、

都 市 施 設 課 （ 現 ・ 都 市 整 備 課 ） に 配 属 。 そ の 後 、茨 城 港 湾 事 務 所 長 、 技 監 兼 検 査 指 導 課 長 、 水 戸土 木 事 務 所 長 な ど を 経 て 、 ２ ０ ２ ２ 年 ３ 月 に 土木 部 次 長 で 定 年 を 迎 え た 。

2 2年 ４ 月 よ り 、 一 般

財 団 法 人 茨 城 県 建 設 技 術 公 社 理 事 長 に 就 任 。 現在 は ニ チ レ キ ㈱ 、 日 瀝 道 路 ㈱ に 勤 め て い る 。

建 設 行 政 の 事 務 執 行 支 援

技 術 力 向 上 へ 各 種 研 修

ま た 、 県 お よ び 市 町 村 職 員の 技 術 力 を 向 上 さ せ る 研修 、 技 術 的 な 助 言 ・ 相 談 、さ ら に は 建 設 Ｃ Ｌ Ｓ ／ Ｅ Ｃの 運 営 お よ び サ ポ ー ト など 、 建 設 行 政 の 事 務 執 行 を支 援 す る 事 業 を 拡 充 し て 、平 成

2 4年 ４ 月 に 一 般 財 団 法

人 に 移 行 し 、 現 在 に 至 っ てい ま す 。　
現 在 の 茨 城 県 建 設 技 術 公

社 で す が 、 公 益 目 的 事 業 では 、 県 お よ び 市 町 村 職 員 を対 象 と し た 専 門 分 野 別 技 術研 修 や 建 設 Ｉ Ｔ 研 修 を 実 施し て い ま す 。 特 に 、 市 町 村職 員 に 対 し て は 初 任 者 向 け技 術 研 修 を 実 施 し て い る ほか 、 全 国 建 設 研 修 セ ン タ ーへ の 短 期 派 遣 研 修 や 要 請 に

技 術 力 、 経 験 力 を 生 か し
県 ・ 市 町 村 に 貢 献 す る 建 設 技 術 公 社

元 県 土 木 部 長 元 県 土 木 部 次 長
（ 当 時 ・ 県 建 設 技 術 公 社 理 事 長 ）

渡 邊 一 夫 氏 皆 川 和 彦 氏×

く ば 研 究 学 園 都 市 の 建 設 がは じ ま り 、 そ の 他 の 地 域 でも 各 種 基 盤 整 備 が 積 極 的 に進 め ら れ ま し た 。 そ れ に 伴

災 害 復 旧 に 査 定 設 計 書 策 定

　
建 設 技 術 公 社 は 、 公 益 事 業 と し て 県 や 市 町 村 の 技

術 職 員 の 技 術 力 向 上 の た め 、 各 種 の 研 修 を 実 施 し てい ま す 。  県 の 職 員 を 対 象 に 、  若 手 育 成 支 援 業 務 も 行 って い ま す 。 設 計 、 積 算 や 現 場 管 理 、 品 質 管 理 、 検 査業 務 な ど に つ い て 、 助 言 ・ 指 導 を 行 っ て く れ て い ます 。 河 川 ・ 道 路 災 害 復 旧 の 事 例 を も と に 、 災 害 復 旧事 務 に か か る 研 修 会 な ど も 実 施 し て い る の で す 。 県に と っ て も 市 町 村 に と っ て も 、 本 当 に 頼 り に な る 存在 で す 。

�

（
弊 社 Ｈ Ｐ ト ピ ッ ク ス に 掲 載

）

▲  T e a m S k y  に よ る 災 害 状 況 調 査

　
県 電 気 工 事 業 工 業 組 合 青

年 部 会 （ 船 橋 裕 輔 部 会 長 ＝写 真 右

） は

2 0日 、 古 河 市 で

「 茨 電 ク リ ー ン ア ッ プ プ ロジ ェ ク ト

i n古 河 」 を 実 施 し

た 。 青 年 部 会 員 を は じ め 、女 性 部 や 青 年 部 会 Ｏ Ｂ 、 同組 合 古 河 支 部 員 ら 約

3 0人 が

は 「 地 域 に ど の よ う に 貢 献で き る か を 考 え 、 ゴ ミ 拾 いボ ラ ン テ ィ ア か ら は じ め よう と 思 っ た 。 こ の 事 業 をき っ か け に 組 合 や 青 年 部会 、 女 性 部 を 知 っ て も ら えれ ば 。 今 後 、 県 内 各 地 を まわ る 継 続 事 業 と し て い き たい 」 と あ い さ つ 。　
来 賓 あ い さ つ で は 、 針 谷

力 古 河 市 長 （

写 真 右 か ら ２

人 目

） が 「 各 業 界 で 後 継 者

不 足 が 叫 ば れ て い る な か 、電 気 工 事 に か か わ る 若 い 皆　
茨 城 県 板 金 工 業 組 合 （ 野

溝 年 成 理 事 長 ）  は こ の ほ ど 、薬 王 院 （ 水 戸 市 元 吉 田 町 ）で 銅 板 屋 根 構 法 な ど の 技 術継 承 に 向 け た 伝 承 会 を 開 催し た 。  当 日 は 約

1 2人 が 参 加 。

境 内 の 見 学 や 講 習 会 な ど を通 し 、 伝 統 的 な 技 術 に つ い

参 加 し 、 ゴ ミ 拾 い ボ ラ ンテ ィ ア 活 動 を 行 っ た 。　
ク リ ー ン ア ッ プ プ ロ ジ ェ

ク ト は 今 回 が 初 実 施 。 地 域の 清 掃 活 動 を 行 う と と もに 、 一 般 に 青 年 部 会 の 存 在を ア ピ ー ル す る こ と や 、 いろ い ろ な 地 域 で 清 掃 活 動 を行 う こ と で そ の 地 域 の 魅力 、 茨 城 県 の 魅 力 を 再 確 認す る こ と を 目 的 と し て いる 。　
当 日 は 古 河 駅 西 口 に 集

合 。 作 業 を 前 に 船 橋 部 会 長

て の 学 び を 深 め た 。　
野 溝 理 事 長 は 「 国 の 重 要

文 化 財 で あ る 薬 王 院 で 学 べる 機 会 は な か な か 無 い ので 、 そ の 技 術 に つ い て し っか り 勉 強 し て い け れ ば 」 とコ メ ン ト 。　
参 加 者 は 午 前 中 に 青 少 年

会 館 で 座 学 を 行 い 、  そ の 後 、薬 王 院 へ 移 動 。 本 堂 の 保 存に 向 け た 修 理 事 業 が 進 む 現場 を 見 学 し た 。 再 び 青 少 年会 館 へ 戻 り 、 意 見 交 換 な どを 行 う こ と で 技 術 に つ い ての 理 解 を さ ら に 深 め た 。　
薬 王 院 は 歴 史 が 古 く 、 平

安 時 代 の 開 基 と い わ れ て いる 。 １ ５ ２ ７ 年 に 焼 失 、 その 後

2 9年 に 再 建 さ れ 、 １ ６

８ ６ 年 に は 徳 川 光 圀 が 大 修理 を 行 っ た 。 構 造 は 茅 葺 型銅 板 葺 、 入 母 屋 造 。 室 町 期の 建 築 手 法 を 今 に 伝 え て いる 。

薬 王 院 本 堂

 保 存 修 理 の 現 場 見 学

▲ 歴 史 が 古 い 薬 王 院 を 見学 す る こ と で 、 伝 統 的 な手 法 を 学 ん だ 。 座 学 で も学 び を 深 め た

－

県 板 金 工 業 組 合

－

技 術 継 承 へ 講 習 会
銅 板 屋 根 構 法銅 板 屋 根 構 法

な
　
な

　
　
ど

　
ど

青 年 部 会今 回 が 初

県 内 各 地 で 活 動 継 続

ゴ ミ 拾 い で 地 域 貢 献

県 電 気 工 事 業 工 業 組 合

茨 電 ク リ ー ン ア ッ プ プ ロ ジ ェ ク ト

i n古 河さ ん が こ う し た 社 会 貢 献 をす る の は 大 変 素 晴 ら し い 」と 述 べ た 。　
稲 葉 貴 大 古 河 市 議 会 議 員

（
写 真 左 か ら ２ 人 目

）  は  「 こ

の よ う 活 動 を 古 河 市 か ら はじ め て い た だ く の は 大 変 あり が た い 」 と 感 謝 し た 。 石川 康 夫 古 河 支 部 長  （

写 真 左

）

は 「 古 河 駅 は 茨 城 県 の 西 の玄 関 口 で 乗 降 者 も 多 い 。 楽し み な が ら 作 業 を し て い ただ き た い 」 と 呼 び か け た 。　
続 い て 杉 山 晃 規 事 業 推 進

委 員 長 が 注 意 事 項 を 説 明 。そ の 後 、 西 口 と 東 口 に 分 かれ て 駅 周 辺 の ゴ ミ 拾 い を 実施 。 空 き 缶 や た ば こ の 吸 い殻 な ど の 細 か い ご み ま で 丁寧 に 拾 い 集 め た 。

銅 板 屋 根 構 法銅 板 屋 根 構 法

な
　
な

　
　
ど

　
ど

新 聞 購 読 料 　 　 月 額  5, 9 4 0  円 （ 税 込 ）

電 子 版 購 読 料 　 月 額  4, 4 0 0  円 （ 税 込 ）
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